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本報告書は、2006(平成18)年度から2007(平成19)年度にかけて実施した、徳島東部都市計画道路

3・ 4・ 22号庄名東線の建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものであります。

名東遺跡、南庄遺跡は鮎喰サ|1右岸の沖積平野上に位置しており、弥生時代から近世までの遺構が確認

されています。今回の調査におきましては、県内最古段階の円形周溝墓の検出や弥生時代後期から古墳

時代初頭の溝から朱が付着した石杵が出土するなど、貴重な資料が得られています。また、これらの弥

生時代の成果とともに中世の遺構が多数検出されており、鮎喰川下流域の中世集落の様相がうかがえま

す。

本書が、埋蔵文化財の調査研究資料として活用され、県下の文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査の実施および報告書の作成にあたり徳島県県土整備部都市計画課をはじめ、関係各機

関ならびに調査地周辺の地元の皆様による、多大なご協力・ご指導をいただきました。ここに深く感謝

の意を表すとともに、今後も変わらぬご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

2010(平成22)年 3月 28日

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 福 家 清 司



例  言

1 本報告書は、2006(平成18)年度から2007(平成19)年度にかけて実施した徳島東部都市計画道路

3・ 4・ 22号庄名東線の建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

2 発掘調査及び報告書の作成についての実施期間は次の通りである。

・発掘調査 2006(平成18)年 4月 1日 ～9月 30日

2007(平成19)年 4月 1日 ～12月 28日

・整理業務・報告書作成業務

2008(平成20)年 10月 1日 ～2009(平成21)年 9月 30日

3 発掘調査および整理業務は、徳島県県土整備部都市計画課より委託を受けた徳島県教育委員会文化

財課が、財団法人徳島県埋蔵文化財センターに再委託を行って実施した。

4 方位の表示は世界測地系の北、高さは東京湾標準潮位 (T.P.)を 表す。

5 第2図の地形図は、徳島県教育委員会が2006(平成18)年 3月 に発行した『徳島県遺跡地図』より

「徳島」、「石井」の1:25,000の地形図を転載、加筆したものである。第 3図は徳島市発行の1:2,500

都市計画図を拡大して転載し、加筆したものである。

6 各遺構を示す記号は、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが定めたものを使用した。

SA:掘立柱建物、SB:竪穴住居、SD:溝状遺構、SG:柵列、SK:土坑、SM:墳墓、

SP:柱穴・小穴、SR:自然流路 。旧1可川、ST:埋葬施設、SX:性格不明遺構

7 本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄『標準土色帳2001年度版』日本色研事業株式会社

に拠った。

8 記載は名東遺跡、南庄遺跡の順に行った。名東遺跡は平成18年度から19年度の2年間の調査である。

遺跡の南から北へ順に調査を行ったため、2006(平成18)年度調査を1区から4区、2007(平成19)

年度調査を5区から7区 として記載した。南庄遺跡は南から1区、2区、 3区 として記載した。

遺構番号は、遺跡ごとに改めて通し番号をぶった。新旧の対応は、遺構一覧表を参照。

9 本書の執筆は大橋育順、木村哲也が行い、大橋が編集した。

10 写真図版は、遺構および遺物の出土状況については発掘現場の担当者が、出土遺物の写真について

は大橋育順が撮影を行った。



11 遺物観察表は、大橋育順が作成した。

12 調査・整理にあたつては、次の機関および方々のご協力・ご指導を得た。

東部県土整備局 (徳島)、 徳島県立博物館、徳島市教育委員会

高島芳弘、中原 計、中村 豊、西本豊弘 (敬称略・五十音順)

13 本書に収録した出土遺物および図面や写真などの記録の一切は、徳島県板野郡板野町犬伏字平山86

番 2に所在する徳島県立埋蔵文化財総合センターにおいて保管している。



伊J

1 掲載 した遺構の平・断面図は、以下のように縮尺を統一した。

SA(掘立柱建物)  S=1/50
SB(竪穴住居)   S=1/50
SD(溝状遺構)断面  S=1/20ま たはS=1/40

SE (井戸つ          SE1001:S=1//40 SE1002:S=1//60 SE1003: S=1//20

SG (イ冊列)         S=1//50

SK(土坑)     S=1/20
SM(墳墓)     S=1/60(SM1001:S=1/40、 SM1004:S=1/30)

SP (柱穴)          S=1//20

SR(自然流路)断面  S=1/50
SX(性格不明遺構) S=1/50(名 東 SX1003のみ S=1/60)
EK(遺構内土坑)  S=1/50
EH(遺構内炉)   S=1/20
EP(遺構内柱穴)  S=1/50

2 掲載 した出土遺物の実測図は、弥生土器などについては原則 として S=1/4、 その他の上器に

ついてはS=1/3と した。他の遺物の縮尺については以下の通 りである。

石器 (石鏃)    S=2/3
石器 (石庖丁・石錘)S=1/2
石器 (石核、打製石斧の未製品)S=1/6
土製品        S=1/2

鉄器        S=1/2

木製品        S=1/4

銭貨         S=1/1

3 遺構断面図中、黒塗 りの部分は土器を、斜線は石を表す。

4 遺構断面図中の記号は、●土器、▲石器・石製品、■金属製品 。その他を表している。

5 遺構配置図中、SAEPのみにスクリーントーンを施 し、SPと 区別した。

6 石杵に付着 した朱、敲石の被熱・媒の範囲は、以下のスクリーントーンで表現 した。

朱■■■ 被熟。煤 |―●|

7 土器の実測図のうち、断面が黒塗りのものは須恵器を、網掛けのものは瓦器を表す。



8 木製品の実測図で、木日は平面図・側面図には記入せず、断面図に記 した。

9 観察表内の法量の計測値は、すべてcm単位である。重さの単位のみ、表中に記 してある。
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I 調査に至る経緯と経過





1 調査に至る経緯

徳島県の都市計画道路は、交通施設としての機能のみならず、都市における防災や市街地形成、さら

にはライフラインの収容空間、日照や通風を確保する空間としてなど、多様な機能を持つ重要な社会基

盤を作ることを目的としている。

徳島東部都市計画道路 3・ 4・ 22号庄名東線は、徳島市庄町 5丁 目を起点とし、徳島市名東町 1丁 目

に至る廷長0,95kmの 都市計画道路である。徳島市中心地内にあって外縁をなす立地にあり、徳島市にお

ける良好な土地利用の誘導、安全な交通環境の構築、住環境の改善、防災機能の向上等といった観点か

ら必要不可欠な道路といえるものである。また、県道鮎喰新浜線は幅員が極小で見通 しの悪い細道路と

の交差が多数あり、走行性、安全性ともに好ましくないうえに、周辺は密集市街化 した沿道状況で改善

が困難な状況にある。

そこで徳島県土木部 (現徳島県県土整備部)では、都市計画道路により周辺の交通を分散させるとと

もに、現在改築事業中の県営名東京団地 (名東町 1丁 目)へのアクセスを確保 し、この地域における良

好な住宅提供を支援する道路として、2009(平成21)年度完成を目指 し実施してきた。

事業地内は「名東遺跡」「南庄遺跡」が存在 し、弥生～中世の集落遺跡 として周知されている。本格

的な発掘調査は1977(昭和52)年の徳島市教育委員会の市営団地の調査を皮切 りに、その後、毎年のよ

うに下水道や宅地造成などに伴う調査が行われてきた。その間、県・建設省 (現国土交通省)関係の調

査が徳島県教育委員会文化課 (現文化財課)に よって実施されてきた。これらの発掘調査では弥生時代

の集落 (竪穴住居・方形周溝墓・土坑等)や中世の遺構 (掘立柱建物・土媛墓・溝等)が検出された。

1987(昭和62)年、徳島市教育委員会による天理教国名大教会建設に伴う発掘調査においては、縄文時

代晩期から中世の遺構が確認され、袈裟欅文銅鐸 (県指定有形文化財)が土坑より埋納された状態で出

土している。

また、1992(平成 4)年には財団法人徳島県埋蔵文化財センターによって建設省宿舎の調査が実施さ

れ、弥生時代中期末の水銀朱の付着 した土器や石器が出土し、朱精製に関わつた遺構 (竪穴住居・溝な

ど)が検出された。

2003(平成15)年、徳島県県土整備部都市計画課 (以下「都市計画課」とする。)よ り、徳島東部都

市計画道路 3・ 4・ 22号庄名東線の事業地内の埋蔵文化財所在の有無と取 り扱いについて照会があった。

(平成 15。 9.26都計第447号 )

徳島県教育委員会文化財課 (以下「文化財課」という。)は これを受けて、事業地内は鮎喰川下流域

の中でも、弥生～中世の集落跡が存在する可能性が高いとした上で、試掘調査が必要と回答 し、2003(平

成15)年 11月 11日 ～ 11月 13日 、徳島土木事務所都市整備課 (現東部県土整備局 (徳 島〉)の協力を得て、

試掘調査を行うとともに、以後、用地買収の進捗をみて、順次計画路線内での試掘調査を実施すること

とした。

2005(平成17)年 6月 6日 ～ 6月 8日 及び 9月 27日 の試掘調査では、中世の遺物 (中世土器片)及び

遺構 (柱穴、土坑、溝)を確認 した。一部では弥生土器片が出土し、同一面で弥生の遺構の検出できる

可能性が示唆された。

文化財課は徳島土木事務所都市整備課と協議し、調査必要面積6,870ポ (遺構面 1面)の発掘調査を
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実施することとし、都市計画課より配当答えを受け、徳島県が財団法人徳島県埋蔵文化財センターに委

託して実施することとした。2006(平成18)年度に2,550ゴ (調査期間 6ヶ 月)、 2007(平成19)年度に

は森林林業研究所内 (徳島市南庄町 5丁 目)を含む4,320だ (調査期間 9ヶ 月)を対象として実施した。

尚、遺跡名は徳島県遺跡地図の記載より、森林林業研究所敷地内路線を「南庄遺跡」、同所以南路線を「名

東遺跡」とそれぞれ呼称することとした。 (木村)

2 調査業務の経過

発掘調査は、2006(平成18)年度と2007(平成19)年度の 2年間にわたって実施 した。2006(平成

18)年度は名東遺跡のみの調査で、2,550だ を対象とした。調査予定地内に生活道路が 2本あることと

残土置き場を確保するため、調査区の南端から順に 1～ 4区に分轄 して発掘調査を実施 した。その結果、

弥生時代から近世までの遺構を確認した。

2007(平成19)年度は、名東遺跡の2006(平成18)年度調査区の北側と南庄遺跡の調査を実施 した。

調査対象面積は4,320ど である。名東遺跡では、南側から順に 1～ 3区 に区分 して調査を行った。遺構

面は基本的には2006(平成18)年度調査区と一連のものと考えられる。

南庄遺跡は、調査順序に従って北半を1区、南半を2区 とし、 1区の北東部は2区 (北 )と した。弥

生時代から中世までの遺構を確認した。

3 発掘調査の方法

発掘調査にあたっては、世界測地系座標軸を基準とした。調査区が南北方向へ廷びる道路の建設に伴

うものであるため、東西約16m、 南北約430mの細長いものとなっている。X=118,500、 Y=92,500の

交点を基点とし、一辺を100mご とに区切つて大グリッドを設定した。南から北へ、ギリシヤ文字 (α 、

β、 /、 δ、ε)、 西から東へは、ローマ数字 (I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V)を用い、α―I、 β―Ⅱのよう

に表記する。大グリッドをさらに細分して5mごとに区切り、南から北へは、アルファベット (A、 B、

C… ……T)、 西から東へは、アラビア数字 (1、 2、 3… ……20)と して小グリッドを設定し、A-1、

B-2と 表記した。その結果、α―I(大グリッド)。 A-1(小 グリッド)と いうような表現で、絶

対位置を表すようにした。(付図1)

4 整理業務の経過

整理作業は2008(平成20)年度より開始された。作業歩掛については財団法人徳島県埋蔵文化財セン

ターの整理作業実績に基づいて行った。2008(平成20)年度は 1班体制で取 りかかり、遺物の洗浄・注

記・接合 ,実測・ トレース作業を実施した。2009(平成21)年度は0.5班体制で行い、遺物・遺構 トレー

ス作業、写真撮影・レイアウト等を実施し、その後に報告書の執筆、編集作業を実施した。
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また調査区の名称については、名東遺跡では調査年度ごとに2006(平成18)年度は1～ 4区、2007(平

成19)年度は1～ 3区 と付けられていたため、整理の段階で統一的に名称を振り替え、南から順に1～

7区とした。その結果 1～ 4区は2006(平成18)年度の 1～ 4区に対応し、 5～ 7区は2007(平成19)

年度の 1～ 3区に対応する。遺構番号も統一して、新たに南から振り替えた。調査時の遺構番号との対

応関係については、遺構一覧表内に新旧の対応表を付けた。

5 発掘調査・整理業務の体制

02006(平成18)年度

・事務局

所長 村山一行          事務局長 河野幸一

(総務課)

次長兼総務課長 一宮一郎     主査兼庶務係長 新居謙輔

事務主任 浦川明美        主事 川口治代

(事業第一課)

事業第一課長 中妻敬二      主査兼第一係長 濱  徹

・発掘調査業務担当

事業第一課 研究員 北尾秀昭

研究補助員 谷川真基

02007(平成19)年度

・事務局

所長 伊川政文          事務局長 多田升二

(総務課)

次長兼総務課長 一宮一郎     主査兼庶務係長 新居謙輔

事務主任 浦川明美 野田登記子

(事業第一課)

事業第一課長 湯浅利彦      第一係長 藤川智之

。発掘調査担当

事業第一課 主任研究員 栗林誠治

研究員 森 直樹

02008(平成20)年度

・事務局

所長 阿部修三          事務局長 多田升二

(総務課)

総務課長兼庶務係長 新居謙輔

事務主任 野田登記子       主事 三ヶ田浩
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(事業第二課)

次長兼事業第二課長 島巡賢二   整理係長 氏家敏之

・整理業務担当

事業第二課 主任研究員 大橋育順

02009(平成21)年度

。事務局

所長 阿都修三          事務局長 近松克仁

(総務課)

総務課長 三好修碁        庶務係長 氏家敏之

事務主任 野田登記子

(事業課)

事業課長 石井伸夫        整理係長 栗林誠治

・整理業務担当

事業課 主任研究員 大橋育順

6 調査日誌抄

名東遺跡

2006(平成18)年度調査

2006年 4月 3日 ～21日    調査準備

1区

2006年 4月 24日 ～26日    機械掘削

4月 28日 ～ 5月 12日  人力掘削、遺構検出

5月 15日 ～ 7月 14日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

7月 21日 ～27日    埋め戻 し

2区

2006年 6月 6日 ～ 9日    機械掘削

6月 13日 ～21日    人力掘削、遺構検出

6月 27日 ～ 8月 4日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

8月 ■日～23日   埋め戻 し

3区

2006年 8月 7日 ～18日   機械掘削

8月 21日 ～23日    人力掘削、遺構検出

8月 24日 ～ 9月 22日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

9月 26日 ～29日    埋め戻 し
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4区

2006年 5月 1日 ～ 8日   機械掘削

5月 12日 ～25日    人力掘削、遺構検出

5月 30日 ～ 6月 13日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

7月 27日 ～28日    埋め戻 し

2007(平成19)年度調査

2007年 4月 2日 ～13日   調査準備

5区

2007年 4月 16日 ～23日    機械掘削

5月 7日 ～10日   第 1包含層人力掘削、遺構検出

5月 11日 ～22日    第 1遺構面遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

6月 1日 ～ 5日   第 2包含層人力掘削、遺構検出

6月 7日 ～■日   第 2遺構面遺構掘削

6月 12日      埋め戻 し

6区

2007年 6月 12日 ～15日   機械掘削

6月 19日 ～20日    第 1包含層人力掘削、遺構検出

6月 20日 ～ 9月 7日  第 1遺構面遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

9月 8日      現地説明会

9月 10日 ～21日    埋め戻 し

7区

2007年 4月 23日 ～25日    機械掘削

5月 9日 ～21日    第 1包含層人力掘削、遺構検出

5月 22日 ～ 6月 4日  第 1遺構面遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

6月 7日 ～ 8日   第 2包含層人力掘削、遺構検出

6月 11日 ～ 6月 12日  第 2遺構面遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

6月 14日 ～15日   埋め戻 し

南庄遺跡

1区

2007年 10月 1日 ～11日   機械掘削

10月 15日 ～24日    人力掘削、遺構検出

10月 25日 ～11月 16日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

11月 20日 ～30日    埋め戻 し

2区

2007年 7月 23日 ～ 8月 2日  機械掘削
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8月 3日 ～16日    人力掘削、遺構検出

8月 17日 ～ 9月 20日  遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

9月 21日 ～28日    坦め戻 し

3区

2007年 10月 23日 ～29日    機械掘削

ll月 2日 ～ 7日   人力掘削、遺構検出

■月 8日 ～16日   遺構掘削、遺構完掘状況写真撮影、図面作成

12月 3日 ～21日    埋め戻 し
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Ⅱ 遺跡の立地と歴史的環境





遺跡の立地

徳島県は四国島の東部に位置する。面積は4,144k面 であるが、全面積の約 8割近 くを山地が占める。

平野は、吉野川、勝浦川、那賀川、海部川などの流域に、おもに三角州として発達する。山地は北側の

讃岐山脈と、吉野川以南の四国山地に大別される。

四国を東西に横断する中央構造線によって、地質の構造は北側の内帯と南側の外帯とに分けられる。

中央構造線は、徳島県内では東から鳴門市里浦、美馬市脇町、三好市池田町から愛媛県四国中央市に連

なり、讃岐山脈沿いに廷びている①県内の地質は、中央構造線を主とする東西方向の構造線によって、

内帯の和泉層群、タト帯には北から三波川帯、御荷鉾帯、秩父帯、四万十帝からなる。

「四国三郎」吉野川は、延長約194km、 流域面積約3,750kだ の規模をもつ四固有数の河川である。石鎚

山に源を発 し、中央構造線に沿って東流 して紀伊水道に注いでいる。吉野川には、外帯側の右岸では鮎

喰川などの扇状地が形成され、一方の内帯側の左岸では伊沢谷川、大久保谷川、日開谷川、九頭宇谷川、

宮川内谷川などの扇状地が形成されている。内帯狽Iの扇状地はより急勾配に形成され、多 くの上砂を押

し流 していることにより、吉野川の流れも構造谷の南側を通っている。 (第 1図 )

吉野川の1可道は時代とともに大きく変動しているが、最大の画期は1701(元禄14)年頃に行われたと

される付け替え (新川掘 り抜き)である。これは、新たな河道の開削と堰の構築 (第十堰)に より、下

流域での灌漑用水の確保と城下町の治水の安定化を目指したものであり、北東に流れていた当時の本流

(現在の旧吉野川)を現在の河道へと導いた。

名東遺跡、南庄遺跡は徳島市名東町に所在する。名東町は、吉野川の支流である鮎喰ナ|1右岸に独立し

て存在する眉山北西部の沖積平野上に位置する。徳島平野は中央構造線によって形成された断層地溝谷

を埋めるように形成されたもので、礫層を主体とする北島層 (更新世)と シル トや砂層を主体とする徳

島層 (完新世)の堆積によつて構成されている。調査地点の西側を流れる鮎喰川は、四国山地を源とし、

眉山山塊によって前方を返られる形で北東方向へ流れを転 じ、吉野川に注いでいる。遺跡は鮎喰川の旧

河道によって形成された沖積地で、標高 6～ 8mの微高地上に存在 している。

2 歴史的環境

名東遺跡の存在が知られるようになったのは古 く、昭和30年代にまで遡る。当初は断片的な採集資料

のみであったが、1960(昭和35)年の秋山泰氏による2地点の採集及び発掘調査が画期となった (天羽。

岡山 1974)。 調査によって多 くの弥生土器の資料が出土 したことから、これ以降、周辺の調査が行わ

れることとなった。そして出土した土器は、四国の弥生土器の編年をまとめた岡本健児氏により、中期

から後期にかけての「名東 I～Ⅲ式土器」という型式名称で分類され、その指標遺跡とされた (岡本

1973他 )。 最初に本格的な調査が行われたのは、1977(昭和52)年の徳島市教育委員会による市営団地

の改築工事に伴うものであつた (一 山 1978)。 竪穴住居をはじめとする弥生時代中～後期と、古代～

中世の遺構面が確認され、集落遺跡としての様相が初めて明らかにされた。その後に財団法人徳島県埋

蔵文化財センターが実施した調査成果を考慮すると、遺跡の範囲は名東町全域に広がっており、縄文時
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代から近世まで続 く徳島県内有数の集落遺跡であることが明らかになった。

名東遺跡、南庄遺跡が所在する徳島市名東町と鮎喰川の扇状地およびその周辺地は、徳島県下でも有

数の遺跡密集地帯である。ここでは、年代に沿って各遺跡の特徴を整理する。 (第 3図 )

旧石器時代

徳島市域においては、ほとんど遺跡の存在は確認されていない。名東遺跡において、弥生時代の竪穴

住居の埋土から、サヌカイ ト製のナイフ形石器が出土 しているのみである ((財)徳島県埋蔵文化財セ

ンター 1995)。

縄文時代

後期以前の遺跡については、確実な例は知られていない。石井町石井城ノ内遺跡からは、流路内より

攻状耳飾 りが出上 しており、周辺に中期以前の遺跡の存在が予想される。また、中期末から後期初頭に

かけての遺物も出土 している ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2003a)。

後期に入ると、矢野遺跡に大規模な集落が現れる。弥生時代の遺構面からlm以上も下位にあり、河

道の浸食を免れた微高地を中心として、中津式から福田 K正 式、縁帯文成立期に至る時期の遺構面と

包含層が確認されている ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2003b)。

晩期になると、名東遺跡、三谷遺跡、庄遺跡、観音寺遺跡などから遺物が出土 している ((財)徳島

県埋蔵文化財センター 1999a 1999bな ど)。 なかでも三谷遺跡からは晩期から弥生時代前期にかけて

の貝琢が形成されており、多 くの動物遺存体が出土した (徳島市埋蔵文化財発掘調査委員会 1997)。

弥生時代

弥生時代前期については、庄・蔵本遺跡で遺構が検出されているほか、庄遺跡、南庄遺跡、鮎喰遺跡、

矢野遺跡などで遺物が出土している。中期以降になると、鮎喰遺跡、南庄遺跡、名東遺跡において集落

形成が本格化 し、名東遺跡では銅鐸が埋納状態で検出された。また中期後葉になると、矢野遺跡では竪

穴住居の数が増加することも明らかになった。 ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2002a)

後期に入ると矢野遺跡では、集落域がさらに拡大する傾向がみられる。矢野遺跡の最盛期は、この時

期である。集落の形成は観音寺遺跡を一部含む北半部分に始まり、布留式併行期にかけて徐々に主体が

南寄 りと山沿いに移動する。銅鐸が埋納されたのは後期後半と考えられているが、その位置は、併行 し

て存在する竪穴住居密集部の中心である ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2002a)。

古墳時代

鮎喰川扇状地の西狽1の 山塊は気廷山と呼ばれ、古墳時代前期から後期にかけての、県下でも最大規模

の古墳群が築かれている。一方鮎喰川の東岸では、眉山北西部の尾根上に前期古墳の節句山古墳群や八

人塚古墳が知られている。八人塚古墳は全長約60m、 後円部の直径30mの規模の積石塚である。

後期古墳では穴不動古墳があげられる。直径約16mの 円墳で、玄室の長さ4.3m、 幅2.2m、 高さ2.Om

の横穴式石室をもつ。この他に名東山古墳が知られる。

集落については、南庄遺跡や庄・蔵本遺跡などで竪穴住居や区画溝が確認されているが、いずれも断

片的な資料であり、集落の全体像は不明である。
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古代 (奈良 。平安時代 )

『和名類衆抄』の記述によると、阿波国府が名方東郡に所在 したことが記録されており、F類衆三代格』

では、名方郡が896(寛平 8)年の大政官符により、東西に分轄されたことが記されている。これまで

の発掘調査において、国衡関連施設と断定できる遺構群は検出されていないが、観音寺遺跡で検出され

た河川から出上した木簡の内容により、その所在地が河川に近接 した場所であることが、ほぼ確定 した

((財)徳島県埋蔵文化財センター 2002b 2006b 2007 2008)。

国府推定地から約1.5km南東に国分寺、約500m西 に国分尼寺がそれぞれ所在 している。国分寺は現在

の四国霊場15番札所国分寺境内内に、塔心礎 と伝えられる結晶片岩の巨石が残されている。1978(昭和

53)年からの 3次にわたる範囲確認調査によって三町四方の寺域が想定され、築地状遺構、基壇状遺構、

瓦窯跡などが確認されている (天羽 。一山 1987)。 また、隣接する矢野遺跡の調査では、国分寺へ廷

びる東西方向の道路遺構が確認された ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2002a)。

国分尼寺は、1970(昭和45)年から2次にわたる範囲確認調査が行われ (田辺。松永 1987)、 1999(平

成11)年以降も史跡整備に伴う調査が進行 している。これまでに、金堂基壇、北門、中門、講堂などが

検出されている。

国府推定地の南に位置する矢野遺跡からは、掘立柱建物が50軒以上と、竪穴住居が20軒以上確認され

ている ((財)徳島県埋蔵文化財センター 2006a)。

鮎喰川扇状地上には、条里地割が広 く残されており、福井好行・服部昌之らが、復元を試みている (福

井 1959、 服部 1966)。 奈良・平安時代にかけては、水田域が増大する傾向が指摘できる。延命遺跡、

失野遺跡、観音寺遺跡、池尻・桜間遺跡などでは、 8世紀以降、水田開発が盛んであり、国府造営や条

里地割の形成に関連して、周辺の開発が進められていたと考えられる。

名東遺跡からは、徳島市教育委員会による宅地造成工事に伴う調査によって、大型の掘立柱建物や石

帯が出土 した (徳島市教育委員会 1993)。 また、庄遺跡兵営西内線地区の調査では大型掘立柱建物と

ともに石帯や土馬が出上した (一山 1985)。 庄遺跡の加茂名中学校地点の調査でも木製祭祀具とともに、

「賀専当」「カロ毛」と書かれた墨書土器が出上し、官衛関連施設の存在が想定される (徳島市教育委員会

1996)。 大浦遺跡では2基の炉跡から密教法具の鋳型が出土 した。年代は11世紀代 と見られ、独鈷杵

や梵鐘などの鋳造が明らかとなった (一 山・瀧山 1987)。 付近には僧都の地名が存在 し、宗教関連施

設の存在 した可能性が考えられる。

中世 (鎌倉・室町時代 )

調査地周辺は平安時代末頃には、安楽寿院領の荘園である「名東荘」として安楽寿院文書に見え、現

在の名東町、庄町、南庄町に比定されている。名東遺跡の天神地区において、県営団地建て答え工事に

伴う発掘調査により、10～ 14世紀にかけての掘立柱建物跡や溝状遺構が確認されてお り、荘園に関連

する遺構 と考えられる (徳 島県教育委員会 1990)。 また、名東遺跡から北東に位置する中島田遺跡や

南島田遺跡では、13～ 14世紀に営まれた集落と自然流路が確認されてお り、名東荘 との関連が想定さ

れる (徳島県教育委員会 1989)。
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調査成果

(1)調査区の配置 と基本層序 (付図1 第 4図 )

名東遺跡は南庄遺跡の南側に隣接し、2006(平成18)年度から2007(平成19)年度にわたって調査を

実施した。2006(平成18)年度調査区は南側から順に1～ 4区、2007(平成19)年度は南側から1～ 3

区に区分して調査を実施したが、整理作業の段階で南側の調査区から1～ 7区 とした (付図 1)。 なお

1区 と5区、7区は、第 1遺構面の下層に遺構面を確認したので、第2遺構面として調査を行った。

基本土層は、第 1包含層は暗灰責色、にぶい黄色のシルトなど。第 1遺構面は暗灰黄色、責褐色のシ

ルト。第 2遺構面は黄褐色、オリーブ掲色のシルトである。基本土層図(第 4図 付図 1の①～⑦に対応)

をみると、南側の①②では標高6.4mに遺構面があり、北側の③～⑦で標高6.5m付近に隆起する。⑤付

近だけは標高6.3mま で下降するが、これは隣接する溝状遺構 (SD1014)に よる影響である可能性が考

えられる。北側の⑥⑦では、表上である1層直下に第 1遺構面が確認された。

(2)遺構 と遺物

A.第 1遺構面

各調査区で検出された遺構数は、以下の第 1表の通りである。

遺構の種類 1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 合計

掘立柱建物 (SA)
９

留

つ
０ 2 8 ９

留 28 7 52

竪穴住居 (SB) 0 0 0 0 0 5
９

， 7

溝状遺構 (SD)
つ
０ 5 6 6 7 9 ワ

イ
刀
仕

井戸 (SE) 0 0 0 ユ 0 1 1
つ
υ

土坑 (SK) 4 18 ９
υ

９
２ 4 12 29 25 115

墳墓 (SM) 0 0 0 0 1 3 5

柱穴 (SP) 35 102 128 98 155 321 48 887

性格不明遺構 (SX) 0 1 l 0 0 0 1
つ
υ

第 1表 名東遺跡 (第 1遺構面)遺構数一覧表

①遺構の概要 (付図2～ 9 第 1表 )

1区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 2棟、溝状遺構 3条、土坑 4基、柱穴35基

である。遺構は調査区の中央を南北に縦断する溝状遺構 (SD1001)の西側に集中して検出された。掘

立柱建物は2棟がほぼ同一方向を軸としているが、西側の柱は調査区外に位置するため、規模は不明で

ある。

2区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 3棟、溝状遺構 5条、土坑18基、柱穴102

基、性格不明遺構 1基である。遺構は調査区の全範囲から検出された。調査区の南西方向から北東方向

にかけて大規模な溝状遺構 (SD1004、 SD1008)があり、土坑や柱穴はその西側に位置する。掘立柱建

物は調査区北半部に3棟がまとまって検出され、これらの主軸方向は概ね真北から東へ40～ 50° 傾斜

している。また、長方形の上坑のまとまりが南北2ヶ 所で見られる。南側のまとまりは、β―Ⅳ・E一
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19、 20グ リッドを中心として10基から成る。このなかで SK1006と SK1010は 、長車由方向がほぼ N80° E、

SK1007も N10° Wを長軸としてお り、条里地割 りに沿つた可能性がある。北側のまとまりは、H-20

グリッドを中心に5基から成る。軸方向などに規則性は見られない。

3区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 2棟、溝状遺構 6条、土坑23基、柱穴128基、

性格不明遺構 1基である。遺構は調査区の全範囲から検出された。調査区の東側には2区から続 く溝状

遺構 SD1008があり、土坑や柱穴はその西側に位置する。掘立柱建物は調査区北端で 2棟が検出されたが、

溝状遺構に切られてお り、規模は不明である。また、長方形の上坑のまとまりが調査区南側に見られる。

特にβ一Ⅳ oM～ P-19グ リッドを中心とした SK1028、 1029、 1030、 1033、 1036の 5基は、主軸が N

4～ 7° Wに沿って縦列 し、共通性が見られる。

4区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 8棟、溝状遺構 6条、井戸 1基、土坑 4基、

円形周溝墓の周溝の一部、柱穴98基である。遺構は調査区の全範囲から検出されたが、南側には東西方

向の複数の滞状遺構があり、柱穴は北側に密集する。調査区中央部では、東西方向の 2条の滞状遺構に

よって区切 られた部分において、掘立柱建物 8棟が集中して検出された。主軸方向は、ほぼ正方位であ

る。調査区の北東部において井戸を検出した。また、北西隅で円形周溝墓の周溝の一部を確認している。

5区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 2棟、溝状遺構 7条、土坑12基、円形周溝

墓の周溝 1条、柱穴155基である。遺構は調査区の全範囲から検出された。北半には東西方向の複数の

溝状遺構があり、その南側に柱穴が密集する。掘立柱建物は南半で 2棟が検出された。ほぼ正方位を軸

とした総柱建物である。また南西隅では、4区で検出されたものと一連の、円形周溝墓の周溝を確認した。

6区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物28棟、竪穴住居 5軒、溝状遺構11条、井戸

1基、土坑29基、円形周溝墓の周溝 1条、柱穴321基である。遺構は調査区の全範囲から検出され、特

に南半部では柱穴が密集する。掘立柱建物の大多数が南半で検出された。すべて側柱建物で正方位を軸

としたものと、それ以外のものに分類できる。竪穴住居は北側に分布する傾向がある。円形周溝墓は南

東で検出されたが、周溝の西半分のみが検出され、主体部は調査区外に位置するか、削平された可能性

が高いと考えられる。土坑は調査区の全体に散在する。北半部の SK1080、 1081は 長軸が条里に直行す

る方向に掘られている。 3区のものと同様に縦列 していたと考えれば、調査区の東側に続 くと推測でき

る。SK1085、 1086は 正方位の南北を軸に掘られており、 2基が並列する。

7区の第 1遺構面において検出された遺構は、掘立柱建物 7棟、竪穴住居 2軒、溝状遺構 9条、井戸

1基、土坑25基、方形周溝墓 3基、柱穴48基、性格不明遺構 1基である。遺構は調査区の全範囲から検

出されたが、 6区 と比較すると分布密度は低い。掘立柱建物や方形周溝墓は調査区の南側、竪穴住居や

溝状遺構は北側で検出された。
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第 5図 SA1001 平・断面図

②掘立桂建物

掘立桂建物 (SA1001)(第 5図 )

検出場所 ltt α―Ⅳ・T-19お よびβ―Ⅳ oA-19グ リッド

形態・規模 桁行 3間 (5.60m)の 側柱建物で、西側が調査区外のため梁間の規模は不明。建物の主軸

方向はN5° Eである。

土層 各柱穴の覆土は暗灰黄色、黄褐色シルトによる単一層であるが、EP2のみ灰黄色、にぶい黄色シ

ルトの2層からなる。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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0                   2m

SA1002 平・断面図

掘立柱建物 (SA1002)(第 6図 )

検出場所  l tt α一Ⅳ ,S-19お よび T-19グ リッド

形態 。規模 桁行 き2間 (3.16m)の 側柱建物であるが、西側が調査区外のため梁間の規模は不明。建

物の主軸方向は N6° Eである。

土層 各柱穴の覆土は暗灰黄色、にぶい責色、費褐色などのシル トによる単一層である。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。

―-25-―



|

|

灰黄褐色 (10YR5/2)砂 質土
灰黄色 (25Y6/2)砂質土

灰黄掲色 (10YR4/2)シ ル ト

灰黄褐色 (10YR5/2)シ ル ト

暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土
灰黄色 (25Y6/2)砂質土

晴灰黄色 (25Y5/2)砂質土
黄褐色 (25Y5/3)砂質土

EP6
1 晴灰責色 (25Y5/2)砂質土

0

一―

ＥＰ

ｌ

２

　

ＥＰ

ｌ

２

ＥＰ

ｌ

２

　

ＥＰ

ｌ

２

第 7図 SA1003 平・断面図

掘立柱建物 (SA1003)(第 7図 )

検出場所 2区  β―Ⅳ oH-19、 20、 I-20お よびβ―V・ H-1グ リッド

形態・規模 梁間2間 (2.96m)× 桁行 2間 (4.35m)、 床面積 12.88どの側柱建物である。建物の主軸

方向は N43° Eである。

土層 各柱穴の覆土は灰黄褐色、灰黄色、暗灰責色などのシル トと砂質土からなる。1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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第9図 SA1004EP2 遺物出土状況図

第10図 SA1004EP2 出土遺物

掘立柱建物 (SA1004)(第 8～ 10図 )

検出場所 2区  β一Ⅳ・I-19、 20、 J-20お よびβ―V・ I-1グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (3.02m)× 桁行 2間 (5.63m)、 床面積17.00ゴ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N55° Eである。

上層 各柱穴の覆土は灰黄色、責褐色などのシル トで、一部に砂質土を含む。 1～ 2層 に細分 した。

遺物出土状況 EP2よ り壼が出土している。ほぼ完形で、口縁部を西に向け、水平に横転 した状態で出

上したため、供献土器と見られる。遺構配置からSAの柱穴の一つとした。しかし遺構断面図によると、

土器の上側 1/3は遺構の検出面より高い位置に位置するため、本遺構が構築された面は、さらに上面

であり、平面形状もひとまわり大きなものであったと推定される。単独の上坑であった可能性が高い。

出土遺物 1は壷である。

時期 弥生時代中期と考えられる。

―-28-―



L弱聖 |

Ｐ

　

　

　

Ｐ

Ｅ

ｌ

　

Ｅ

ｌ

ＥＰ

ｌ

　

ＥＰ

ｌ

２

灰責色 (25Y6/2)シル ト
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EP5
1 灰黄褐色 (10YR5/2)シ ル ト
2 灰黄色 (25Y6/2)シ ル ト

第11図  SA1005 平・断面図

掘立桂建物 (SA1005)(第 11図 )

検出場所 2区  β―Ⅳ・J-19、 K-19、 J-20グリッド

形態 。規模 梁間 1間 (2.92m)X桁行 2間 (4.40m)、 床面積12.85だ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N50° Eである。

土層 各柱穴の覆土は灰黄色、暗灰黄色などのシルトで、 1～ 2層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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第12図 SA1006 平・断面図

掘立桂建物 (SA1006)(第 12図 )

検出場所 3区  β―Ⅳ・T-20お よびッーⅣ・A-19、 A-20グ リッド

形態・規模 桁行 3間 (6.09m)の 側柱建物で、東側は SD1014に よって削平されているため、梁間の

規模は不明。建物の主軸方向はN5° Wである。

土層 各柱穴の覆土は灰黄色、黄褐色、にぶい責色などのシル トで、 1～ 3層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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責褐色 (25Y5/3)シル ト

明黄褐色 (25Y6/6)シ ル ト

明黄掲色 (25Y6/6)シル ト
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黄掲色 (25Y5/3)シル ト

第13図 SA1007 平・断面図

掘立柱建物 (SA1007)(第 13図 )

検出場所 3区  /― Ⅳ oA-19、 20お よび B-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 2間 (2.17m)の 側柱建物で、西側が調査区外のため、桁行の規模は不明。建物の主

軸方向は N87° Wである。

上層 各柱穴の覆土は黄掲色、明責褐色などのシル トで、 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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灰黄色 (25Y6/2)シ ル ト
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第14図 SA1008 平・断面図

掘立柱建物 (SA1008)(第 14図 )

検出場所 4区  /― Ⅳ・G-20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2.98m)の側柱建物で、南側がSD1018に 削平されているため、桁行の規模は

不明。建物の主軸方向はN3° Wである。

土層 各柱穴の覆土は、灰黄色、暗灰黄色などのシル トによる単一層である。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1009)(第 15図 )

検出場所 4区 ノーⅣ・G-19、 20お よび H-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2.79m)× 桁行 2間 (4.53m)、 床面積12.64ピ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N15° Wである。

土層 各柱穴の覆土は黄褐色、暗灰責色などのシル トで、 1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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黄掲色 (25Y5/3)シル ト
黄褐色 (25Y5/3)シル ト

黄褐色 (2.5Y5/3)シ ル ト

暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト

オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト

黄褐色 (25Y5/3)シル ト

暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト

暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト

第15図 SA1009 平・断面図

掘立柱建物 (SA1010)(第16～ 18図 )

検出場所 4区  7-Ⅳ ・G-19、 20お よび H-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2,79m)× 桁行 2間 (4.30m)、 床面積12.00ど の側柱建物である。建物の主軸

方向は N2° Wである。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、黄褐色などのシル トで、 1～ 2層 に細分 した。

遺物出土状況 EP5の 2層下部より土器が出土 した。

出土遺物 2は瓦器椀であるが、摩耗のため内外面の調整は不明瞭である。

時期 中世の可能性が高い。
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EPl
l オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
2 黄掲色 (25Y5/3)シル ト

EP2
1 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト

EP3
1 黄褐色 (25Y5/3)シル ト
2 黄褐色 (25Y5/3)シル ト

EP4
1 暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
2 灰黄色 (25Y6/2)シル ト

EP5
1 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト

EP6
1 暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
2 黄掲色 (25Y5/3)シル ト

0                   2m

0                  05m

第17図 SA1010EP5 遺物出土状況図

第16図 SA1010 平・断面図
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第18図 SA1010EP5 出土遺物
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EP8
1 暗灰責色 (25Y5/2)シ ル ト

EP9
1 晴灰黄色 (25Y5/2)シル ト

EPll
l 暗灰黄色 (2.5Y5/2)シ ル ト

第19図 SA1011 平・断面図

掘立柱建物 (SA1011)(第 19図 )

検出場所 4区  /― Ⅳ oH-19、 20お よびI-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (2.04m)× 桁行 3間 (3.63m)、 床面積7.41だ の側柱建物である。建物の主軸方

向は N86° Eである。

土層 各柱穴の覆土は黄褐色、暗灰黄色のシル トで、 1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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0                   2m

第20図 SA1012 平・断面図

掘立桂建物 (SA1012)(第20図 )

検出場所 4区  ノーⅣ・H、 I-20お よび 7-V・ H、 I-1グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (1,98m)× 桁行 2間 (3.26m)、 床面積6.45だ の側柱建物である。

向は N4° Wである。

土層 各柱穴の覆土は責褐色、灰黄色などのシル トで、 1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1013)(第21図 )

検出場所 4区  γ一Ⅳ・I-20お よび /一 V oI-1グ リッド

形態・規模 梁間 2間 (2.25m)× 桁行 2間 (3.36m)、 床面積7.56∬ の側柱建物である。

向は N5° Wである。

土層 各柱穴の覆土は責褐色、暗灰黄色などのシル トで、 1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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0                   2m

第21図 SA1013 平・断面図

掘立柱建物 (SA1014)(第22～ 24図 )

検出場所 4区  /一 Ⅳ・H-19、 20お よびI-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (2.14m)X桁 行 3間 (3.76m)、 床面積8.05だ の側柱建物である。

向は N86° Eである。

上層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、暗灰責色のシル トによる単一層である。

遺物出土状況 EP6の 中層より土器がまとまって出上した。

出土遺物 3、 4は、ともに和泉型瓦器椀の小破片である。Ⅲ-3期以降と考えられる。

時期 13世紀の可能性が高い。

掘立桂建物 (SA1015)(第25～ 27図 )

検出場所 4区 7-Ⅳ ・I-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2.27m)× 桁行 2間 (3.84m)、 床面積8.72だの側柱建物である。

向は N88° Eである。

土層 各柱穴の覆土は灰黄色、暗灰責色などのシル トで、 1～ 2層に細分 した。

遺物出土状況 EP4の遺構検出面上層より上器がまとまって出土 した。

出土遺物 5は土師質土器の鍋である。 6は輪の羽口である。

時期 13世紀の可能性が高い。

建物の主軸方

建物の主軸方

ＥＰ

ｌ

２

　

ＥＰ

ｌ

　

ＥＰ

ｌ

　

ＥＰ

ｌ

　

ＥＰ

ｌ

　

ＥＰ

ｌ

２

　

ＥＰ

ｌ

ｒ

―-37-―



L L=6.500m

Ｐ

　

　

　

Ｐ

　

　

　

Ｐ

Ｅ

ｌ

　

Ｅ

ｌ

　

Ｅ

ｌ

オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト

暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト

Ｐ

　

　

　

Ｐ

　

　

　

Ｐ

Ｅ

ｌ

　

Ｅ

ｌ

　

Ｅ

ｌ

―

◎

一

W

L=6500m

E

晴灰黄色 (25Y5/2)シル ト

皓灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト

皓灰黄色 (25Y4/2)シル ト
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第24図 SA1014EP6 出土遺物第23図 SA1014EP6 遺物出土状況図
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EP9
1 オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト
2 晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト

粘質土を含む
3 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト

粘質土を含む
4 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
5 暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト

粘質土を含む
6 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト

粘質土を含む

EP10
1 黄褐色 (25Y5/4)シル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト

粘質土を含む

2m

第29図 SA1016 断面図

掘立柱建物 (SA1016)(第28・ 29図 )

検出場所 4区・5区  /― Ⅳ・K-19、 20お よび L-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁問 2間 (5.08m)× 桁行 2間 (5.47m)、 床面積27.79だ の総柱建物である。建物の主軸

方向は Nl° Wである。

土層 各柱穴の覆土は黄褐色、オリーブ褐色などのシル トで、一部に粘質土を含む。1～ 6層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出土 していない。

時期 同一遺構面の遺溝の時期を考慮すると、中世と推測される。

掘立桂建物 (SA1017)(第30～ 35図 )

検出場所 5区  /― Ⅳ・L-19、 20お よび M-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (4.92m)× 桁行 4間 (8.58m)、 床面積42.21だ の総柱建物である。建物の主軸

方向は N86° Eである。

土層 各柱穴の覆土は責灰色、暗灰黄色などの粘性砂質土とオリーブ褐色、にぶい責褐色のシル トで、

3～ 9層に細分 した。

遺物出土状況 EP5、 6、 10、 11、 12、 14において根石を確認 した。EP5で は、板石を横に重ねた状態

のものが 2ヶ 所にある。また根石の周囲で、土器片がまとまって出土 した。EP6で は根石は縦に置かれ

ている。

出土遺物 7は EP5か ら出上 した土師質土器の杯、 8は染付皿 Bl群Ⅶ類 と考えられる。 9は EP8か ら

出上 した青磁碗の口縁部破片である。10は EP13か ら出土 した板状の鉄製品である。

時期 15世紀後半から16世紀前半と考えられる。

EP2
1 黄褐色 (25Y5/3)シル ト
2 黄褐色 (25Y5/4)シル ト

粘質土を含む
3 オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト

粘質上を含む

責掲色 (25Y5/3)シルト
暗灰黄色 (25Y5/2)シ ルト

皓灰黄色 (25Y5/2)シ ルト
黄褐色 (25Y5/3)シルト

EP7
1 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト

粘質土を含む

EP8
1 暗灰黄色 (25Y5/2)シ ル ト

粘質土を合む
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト

粘質土を含む
3 黄掲色 (25Y5/4)ン ル ト
4 オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト

粘質上を含む
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l 黄褐色 (25Y5/3)粘性砂質土 (炭化物粒多く含む)

2 晴灰黄色 (25Y5/2)粘性砂質土
3 オリーブ掲色 (25Y4/3)粘性砂質土

第32図 SA1017EP5 遺物出土状況図

犀 瞼

m

第34図 SA1017EP8 出土遺物

第33図 SA1017EP5 出土遺物

第35図 SA1017EP13 出土遺物

m
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掘立柱建物 (SA1018)(第36～ 39図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ ・P-19、 20お よび Q-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 2間 (2.50m)× 桁行 3間 (6.33m)、 床面積15,83だ の側柱建物である。建物の主軸

方向は正方位の東西方向である。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、暗灰黄色などのシル トで、粘質土を含む。 3～ 5層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 11は EP8よ り出上 した和泉型瓦器椀で、Ⅲ-3期 と考えられる。12は EP9よ り出土 した瓦

器椀の底部破片である。13は備前焼の悟鉢Ⅳ期の口縁部破片である。14は EP10よ り出上 した瓦器皿で

ある。

時期 13世紀から15世紀後半と考えられる。

掘立柱建物 (SA1019)(第40～ 41図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ oP-19、 20お よび Q-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (3.38m)× 桁行 3間 (4.03m)、 床面積 13.62だ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N53° Eである。

上層 各柱穴の覆土は責褐色、オリーブ褐色などのシル トで、粘質土を含む。 2～ 5層に細分 した。

遺物出土状況 EP2、 EP71こ おいて根石を確認した。

出土遺物 15は EP2よ り出上した瓦器椀の口縁部破片である。Ⅲ-3期以降か。

時期 13世紀以降の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1020)(第42・ 43図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ oP-18、 19お よび Q-18、 19グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (3.70m)の 側柱建物で、南側が調査区外にあるため、桁行の規模は不明。建物

の主軸方向は N12° Wである。

土層 各柱穴の覆土は黄褐色、オリーブ褐色などのシル トで、粘質土を含む。 1～ 6層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図イとできたものはない。

出土遺物 16は EP5よ り出土した瓦器椀の底部破片である。

時期 中世の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1021)(第44図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ ・P-20お よび Q-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2.37m)× 桁行 2間 (3.65m)、 床面積8.65だ の側柱建物である。建物の主軸方

向は N40° Wである。

上層 各柱穴の覆土は黄褐色、オリーブ褐色などのシル トで、粘質上を含む。 3～ 6層に細分 した。

遺物出土状況 EP6において根石を確認 した。

出土遺物 図化できる遺物は出上 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。
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第36図土層注記

オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/6)シル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む

暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

黄掲色 (2.5Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (25Y5/3)ンル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質上を含む

黒褐色 (2.5Y3/2)シ ル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト 粘質土を含む

暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト 粕質土を含む

オリープ褐色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

暗掲色 (10YR3/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/6)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

責掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む

黒褐色 (25Y3/2)シル ト 粘質上を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)ン ル ト 粘質土を含む

暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

晴オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト 粘質上を含む

暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む

オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

EP10
1 晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む

2 黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む

3 オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む

4 オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む
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第38図 SA1018EP9 出土遺物

第37図 SA1018EP8 出土遺物
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第39図 SA1018EP10 出土遺物
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黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

オリープ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)ン ル ト 粘質土を含む

黄灰色 (25Y4/1)シル ト 粘質土を含む
暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質とを含む
オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

L=6300m

黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粕質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む
晴オリーブ掲色 (2.5Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む

黒掲色 (10YR3/1)シ ル ト 粘質上を含む
暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘質土を含む
黒褐色 (10YR2/3)シ ル ト 粘質土を含む
黒掲色 (10YR3/2)シ ル ト 粘質土を含む
暗掲色 (10YR3/4)シ ル ト 粘質上を含む

9  1  2m

第40図 SA1019 平・断面図

第41図 SA1019EP2 出土遺物
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黄掲色 (25Y5/4)シル ト

黄掲色 (25Y5/6)シル ト

黄掲色 (25Y5/3)シル ト
オリーブ褐色 (25Y4/4)
黄掲色 (25Y5/4)シル ト

オリープ褐色 (25Y4/4)

オリーブ褐色 (2.5Y4/6)

オリーブ褐色 (2.5Y4/4)

粘質土を含む

粘質土を含む

粕質土を含む
ンル ト 粘質土を含む

粘質土を含む

シル ト 粘質土を含む

シリレト 粘質土を含む
シリレト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む

暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/6)シル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質上を含む

黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/6)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (2.5Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (2.5Y4/6)シ ル ト 粘質土を含む

0                  2m

第42図 SA1020 平・断面図

第43図 SA1020EP5 出上遺物
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2

黄掲色 (26Y5/4)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (2.5Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
責褐色 (25Y5/3)シル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む
暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む
黄掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む
責掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/4)
黄褐色 (2_5Y5/3)シ ルト
オリーブ掲色 (25Y4/4)

黒褐色 (10YR2/2)シ ル ト 粘質土を含む
黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト 粘質土を含む
黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト 粘質土を含む
にぶい黄掲色 (10YR4/3)シ ル ト 粘質土を含む

暗掲色 (10YR3/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む

黒掲色 (25Y3/1)シル ト 粘質土を含む

黄灰色 (25Y4/1)シル ト 粘質土を含む
黒掲色 (25Y3/2)シル ト 粘質土を含む

暗オリーブ掲色 (2.5Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む
黄褐色 (2.5Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む

シル ト 粘質土を含む

粘質上を含む
シル ト 粘質土を含む

第44図 SA1021 平・断面図
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オリーブ褐色 (2.5Y4/4)

黄掲色 (25Y5/3)シル ト

掲色 (10YR4/4)シ ル ト

黄掲色 (25Y5/4)シル ト

オリーブ褐色 (25Y4/3)
オリーブ褐色 (25Y4/4)
黄掲色 (25Y5/4)シル ト

黄掲色 (25Y5/3)シル ト
オリーブ褐色 (25Y4/6)

シル ト 粘質土を含む

粘質土を含む

粘質土を含む

粘質土を含む

シ)レ ト 粘質土を含む
シル ト 粘質土を含む

粘質土を含む

粘質上を含む
シル ト 粘質土を含む

暗オリーブ掲色 (2.5Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

暗オリーブ掲色 (2.5Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む

責褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/6)シル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む

黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む

0

0                         10cm

第46図 SA1022EP6 出土遺物

第45図 SA1022 平 。断面図

-51-



――τg――

‐工‐（］．ゃ〇」πこユヽう′讐Ｒ一

∽
＞

ユ
〇
や
ユ
嗣
「
ユ



第47図土層注記

灰黄掲色 (10YR4/2)シ ル ト 粘質土を含む
晴褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘質土を含む
にぶい黄掲色 (10YR4/3)シ ル ト 粘質土を含む

晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

黒褐色 (25Y3/2)シル ト 粘質土を含む

暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/6)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質上を含む

黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 粘質土を含む
黒掲色 (25Y3/2)シル ト 粘質上を含む
暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)ンル ト 粘質上を含む
黒掲色 (25Y3/2)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/3)シルト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シルト 粘質土を合む

オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
黄掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む
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第48図 SA1023EP3 出土遺物

掘立柱建物 (SA1022)(第45。 46図 )

検出場所 6区  ノーⅣ oP-19、 20お よび Q-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 1間 (2.21m)× 桁行 2間 (3.28m)、 床面積7.25だ の側柱建物である。建物の主軸方

向は N15° Wである。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、黄褐色などのシル トで、粘質土を含む。 2～ 5層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 17は EP6よ り出土した須恵器の奏の口縁部破片である。

時期 古代の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1023)(第47・ 48図 )

検出場所 6区  /― Ⅳ・Q-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (3.90m)× 桁行 3間 (7.00m)、 床面積27.30ど の側柱建物である。建物の主軸

方向は N89° Wである。

土層 各柱穴の覆土は灰黄褐色、暗褐色などのシル トで、粘質土を含む。 2～ 6層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 18は EP8よ り出上 した土師質土器の皿、19は瓦器椀の口縁部小破片である。和泉型瓦器椀

Ⅲ-2期 と考えられる。

時期 13世紀前半と考えられる。
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第49図土層注記

掲色 (10YR4/4)シ ル ト 粘質上を含む
にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (25Y5/6)シル ト 粘質土を合む

黄掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む

暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を合も
オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む

オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ル ト 粘質上を含む

オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄掲色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む

EP7
1 黒掲色 (25Y3/2)シ ル ト 粘質土を含む
2 暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む
3 暗オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト 粘質土を含む
4 オリーブ褐色 (25Y4/4)ン ル ト 粘質土を含む
5 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
6 黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む

EP8
1 黄褐色 (25Y5/3)シル ト 粘質上を含む
2 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む
3 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む

EP9
1 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む
2 掲色 (10YR4/4)シ ル ト 粘質上を合む

EP10
1 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質土を含む
2 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質上を含む

3 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む
4 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
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0                 05m

SA1024EP2 遺物出土状況図

EP2
1 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト 粘質土を含む
2 晴オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む
3 黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む
4 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む
5 オリーブ掲色 (25Y4/3)ン ル ト 粘質上を含む
6 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

0                         10cm

第50図

第51図 SA1024EP2 出土遺物
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第53図 SA1025EP3 出土遺物
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第55図 SA1025EP8 出土遺物
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第54図 SA1025EP3 遺物出土状況図

掘立桂建物 (SA1024)(第49～ 51図 )

検出場所 6区  /一 Ⅳ・Q-19、 20お よび R-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 2間 (4.53m)× 桁行 4間 (7.42m)、 床面積33.61だ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N83° Eである。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、にぶい責褐色などのシル トで、粘質上を含む。2～ 6層に細分 した。

遺物出土状況 EP2の遺構検出面において、瓦器椀と周囲に加工を施 した結晶片岩が出土 した。

出土遺物 20は和泉型瓦器椀Ⅲ-2期である。21は縁辺に加工を施 した板状の結晶片岩で、二枚が接合

する。

時期 13世紀前半と考えられる。

掘立柱建物 (SA1025)(第52～ 55図 )

検出場所 6区  ノーⅣ・Q-19、 20お よび R-19、 20グ リッド

形態・規模 梁間 l間 (3.02m)× 桁行 3間 (6.31m)、 床面積 19.06∬の側柱建物である。建物の主軸方

向は N48° Wである。

土層 各柱穴の覆土は褐色、黄褐色などのシル トで、粘質上を含む。 2～ 5層に細分 した。

遺物出土状況 EP3、 EP8よ り遺物が出上した。EP8で は遺構の南西壁に土器が集中する。

出土遺物 22は EP3よ り出土 した瓦器椀の小破片である。23は EP8よ り出土 した土師器の皿、24は東

播系捏鉢の口縁部破片、25は和泉型瓦器椀Ⅲ-3期からⅣ-1期である。26は瓦器椀の口縁部小破片で

ある。

時期 13世紀前半と考えられる。
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掘立柱建物 (SA1026)(第56～ 58図 )

検出場所 6区  ッーⅣ・P-18お よび Q-18グ リッド

形態 。規模 桁行 3間 (4.71m)の 側柱建物で、西側が調査区外のため、梁間の規模は不明。建物の主

軸方向は N7° Wである。

土層 各柱穴の覆土は暗褐色、オリーブ褐色などのシル トで、粘質土を含む。 3～ 4層 に細分 した。

遺物出土状況 EPlの下層より土器が出土した。

出土遺物 27は土師質土器の皿である。28は瓦器椀の底部破片である。29は瓦器の皿である。

時期 13世紀の可能性が高い。

掘立桂建物 (SA1027)(第59図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ ・Q-18お よび R-18グ リッド

形態 。規模 桁行 2間 (3.94m)の 側柱建物で、西側が調査区外のため、梁間の規模は不明。建物の主

軸方向は N19° Wである。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、黄褐色などのシル トで、粘質土を含む。 3層に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 図化できる遺物は出上 していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、中世の可能性が高い。

掘立柱建物 (SA1028)(第60'61図 )

検出場所 6区  ノーⅣ oQ-19お よび R-18、 19グ リッド

形態 。規模 梁間 1間 (2.58m)× 桁行 3間 (3.39m)、 床面積8,75∬ の側柱建物である。建物の主軸方

向は N9° Wである。

土層 各柱穴の覆土はオリーブ褐色、責褐色などのシル トで、粘質土を含む。 2～ 4層に細分 した。

遺物出土状況 EP4において遺構の底面に板石を確認 した。

出土遺物 30は EP6よ り出上した土師質土器の杯である。

時期 中世の可能性が高い。

掘立桂建物 (SA1029)(第62・ 63図 )

検出場所 6区  7-Ⅳ ・Q-19、 20お よび R-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁問 2間 (4.65m)× 桁行 3間 (7.14m)、 床面積38.20∬ の側柱建物である。建物の主軸

方向は N89° Eである。

上層 各柱穴の覆土は暗灰責色、オリーブ褐色などのシル トで、粘質土を含む。 2～ 3層 に細分 した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 31は土師質土器の皿である。

時期 中世の可能性が高い。
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暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む

掲色 (10YR4/4)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
責掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む

晴灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト 粘質土を含む

第56図 SA1026 平・断面図
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第57図 SA1026EPl 遺物出土状況図
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第58図 SA1026EPl 出土遺物
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オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/3)シル ト 粘質土を含む
黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む

晴オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト 粘質土を含む
黄褐色 (25Y5/4)シル ト 粘質土を含む

黄褐色 (2.5Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む

黄褐色 (2_5Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (2.5Y4/4)シ ル ト 粘質とを含む

第59図 SA1027 平・断面図
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オリーブ褐色 (25Y4/3)
オリーブ掲色 (2.5Y4/4)

オリーブ褐色 (26Y4/3)
オリーブ掲色 (25Y4/4)
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト

シル ト 粘質上を含む
シル ト 粘質土を含む

シリレト 粘質土を含む
シリレト 粘質土を含む

粘質土を含む

L=6300m

暗灰黄色 (25Y4/2)シル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む

オリーブ褐色 (2.5Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む

第60図 SA1028 平・断面図
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第61図 SA1028EP6 出土遺物
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